
申 請

平成３０年３月１６日

原子力災害対策本部長

内閣総理大臣 安倍 晋三 殿

福島県知事 内堀 雅雄

原子力災害対策特別措置法（平成11年法律第156号）第20条第２項に基づく平成30年３

月６日付けの指示について、下記のとおり申請します。

記

１ 次に掲げる品目について、出荷制限を解除すること。

平成23年10月時点において警戒区域及び計画的避難区域に指定されていた区

域のうち、平成29年４月現在、避難指示区域外となっている区域（川俣町（山

木屋の区域）、富岡町（帰還困難区域を除く区域）、浪江町（帰還困難区域を

除く区域）、飯舘村（帰還困難区域を除く区域））で産出される原乳

２ 解除を申請する理由

別紙１参照

OKPJP
テキストボックス
別添２




解除を申請する理由

１ 原乳の出荷制限を解除する区域

平成23年10月時点において警戒区域及び計画的避難区域に指定されていた

区域のうち、平成29年４月現在、避難指示区域外となっている区域（川俣町

（山木屋の区域）、富岡町（帰還困難区域を除く区域）、浪江町（帰還困難

区域を除く区域）、飯舘村（帰還困難区域を除く区域））

２ 解除の考え方

当該区域（１の区域をいう）は、平成29年４月の時点で、避難指示が

解除されている区域であるが、原乳の出荷制限は解除されていない。

このたび、当該区域のうち川俣町（山木屋の区域）の農場において、

｢避難指示解除準備区域等における畜産経営の再開に関する留意事項｣（平

成27年12月４日付け農林水産省生産局畜産部畜産振興課長、飼料課長通

知）（別紙５参照）に基づき、畜舎等の清掃等や安全な飼料の給与につ

いて必要な指導、確認を行いつつ（別紙６参照）、平成29年６月13日に、

乳用牛（３頭）を出荷制限区域外から導入し、７月31日から平成30年２

月19日まで30回、当該農場で搾乳した原乳を用いモニタリング検査を実

施したところ、放射性セシウムは検出されなかったところである（別紙

４参照）。

このため、当該区域において、新たに農家が原乳の出荷を開始する場

合には、別紙２に則って、対応することを前提とし、同様の環境下にあ

る当該区域の出荷制限を解除する。

３ 解除後の検査計画及び出荷管理

別紙２及び３参照

別紙１



解除後の検査計画及び出荷管理

１ 解除後の検査計画

（１）放射性物質検査

別添（別紙３参照）のＣＳ又は乳業工場（以下「ＣＳ等」）等の単位で、２週間

に１回以上の定期的検査を実施する。

(２)検査機関

福島県農業総合センター又は環境創造センター福島支所

(３)定期的検査時の原乳の取扱い

定期的検査の際、試料採取には県の職員も立ち会い、検査結果が判明するまで

ＣＳ等で保管・管理する。基準値を下回る検査結果が判明した後、県職員の確認

後、原乳の出荷または製品の製造を開始する。

（４）検査の結果基準値を上回った場合

保管・管理している原乳は県職員の立ち会いのもと廃棄する。出荷制限の要否

が判断されるまで当該ＣＳ等に属する市町村からの原乳の集荷を自粛する。

２ 解除後の出荷管理等

（１）ＣＳ等での出荷数量等の把握

ＣＳ等は受け入れた原乳に関して、出荷者名と出荷量を確認し、それを県に報

告する。また、ＣＳは、原乳を乳業工場へ出荷した場合、出荷先の乳業工場及び

出荷量について県に報告する。

（２）乳業工場での管理

乳業工場は、脱脂粉乳を製造する場合には、基準値を下回るよう生乳又は脱脂

粉乳の検査等により適切に管理すること。

（３）酪農家への指導

ア 適正な家畜の飼養管理の徹底

県は、原子力発電所事故を踏まえた家畜の飼養管理等に関する関係通知を酪

農家に周知するとともに、関係団体と協力して適正な飼養管理に係る巡回指導

を実施する。

イ 出荷制限区域から出荷制限解除区域へ移動した牛から産出する原乳の扱い

出荷制限区域から出荷制限解除区域へ移動した牛からの原乳の出荷は行わな

いよう出荷制限解除区域の酪農家を指導し、域内酪農家の乳量を確認する。

ただし、以下の（ア）及び（イ）を満たす場合にあっては、出荷制限区域か

ら出荷制限解除区域へ移動した搾乳牛からの原乳の出荷を認めることとし、認

める場合には県がその旨を公表する。

（ア）約１週間ごとに、移動前の牛から搾乳した原乳を合乳したもの（又は県内

の出荷制限解除区域に移動させた後の牛から搾乳した原乳を合乳したもの）

について、それぞれ検査を行い、３回連続して基準値以下となること。

（イ）（ア）の検査の際に同時に原乳を採取した搾乳牛から出荷される原乳はすべ

て、事前に県と協議した特定の集乳路線を経てＣＳ等へ出荷すること。

別紙２



なお、初妊牛及び乾乳牛を出荷制限区域から出荷制限解除区域へ移動させ

分娩後に原乳の出荷を行う場合には、出荷する特定のＣＳ等を事前に県と協

議し、移動した農場で移動前の農場単位で最初に分娩した移動牛から生産さ

れた原乳が３回連続して基準値以下であることを県に報告した上で、移動牛

の原乳の出荷を開始する。

ウ 出荷制限解除時点で原乳の生産がない区域及び避難指示が解除された区域に

おける原乳生産の扱い

（ア）県は、原乳を取り扱う農業協同組合等（以下「農協等」）又は乳業者に対

して、新たに農家が酪農経営を開始することを決定した場合において、農

家の氏名、所在地、飼養規模、営農開始希望日等を速やかに報告するよう

に要請する。

（イ）（ア）の報告を受けた県は、営農開始前に当該農家に対して、原子力発電

所事故を踏まえた家畜の飼養管理等に関する関係通知を周知するとともに、

関係団体と協力して適正な飼養管理を指導する。県は、特に避難指示が解

除された区域においては｢避難指示解除準備区域等における畜産経営の再開

に関する留意事項｣（平成27年12月４日付け農林水産省生産局畜産部畜産振

興課長、飼料課長通知）（別紙５参照）に基づき必要な指導、確認を行う。

また、県は、農協等又は乳業者と出荷するＣＳ等を事前に協議するとと

もに、牛が避難指示区域の外から導入されたことを確認した上で、搾乳開

始後１週間以降、かつ出荷開始前１ヶ月以内に、農家単位で搾乳した原乳

の検査を行い、基準値以下であること確認し、当該農家は、原乳の出荷を開

始する。

（ウ）県は、（イ）により確認を受けた農場を除き、避難指示が解除された区域

において生産された原乳の出荷を行わないよう当該区域の市町村、農協等、

乳業者、農家を指導することとし、（イ）により確認を行い、原乳の出荷を

認める場合には、その旨を公表する。

（４）県と関係者との情報の共有

県と関係団体で構成する連絡会議において、情報の共有化と周知徹底を図る。

また、県は消費者、流通業者に対して適時・的確に検査結果などの情報を提供

する。

別紙２



別紙３

ＣＳ等の区分、所在地及び該当市町村

ＣＳまたは乳業工場の区分
（所在市町村）

郡山市 須賀川市 田村市 鏡石町 石川町

平田村 浅川町 古殿町 三春町 小野町

白河市 西郷村 泉崎村 矢吹町 矢祭町

塙町 鮫川村 喜多方市 磐梯町 三島町

会津美里町 川内村 いわき市 福島市 二本松市

本宮市 川俣町 大玉村 南相馬市 伊達市

福島市 二本松市 伊達市 本宮市 川俣町

大玉村 郡山市 田村市 平田村 小野町

矢吹町 喜多方市 磐梯町 猪苗代町 相馬市

南相馬市 新地町 いわき市 下郷町 鮫川村

楢葉町 南会津町

本宮ＣＳ２（本宮市） 福島市 川俣町 相馬市 南相馬市 大玉村

県南ＣＳ（泉崎村） 白河市 泉崎村 矢吹町 西郷村

福島市 二本松市 伊達市 本宮市 川俣町

大玉村

乳業工場（会津坂下町） 喜多方市 磐梯町 猪苗代町 三島町 会津美里町

乳業工場（南会津町） 南会津町 下郷町

石川町 浅川町 鮫川村 いわき市 郡山市

小野町 平田村
乳業工場（いわき市）

(解除後　平成30年３月16日から）

乳業工場（福島市）

地域に該当する市町村

郡山ＣＳ（郡山市）

本宮ＣＳ１（本宮市）



 

 

番号 採取日 測定日 

測定結果 検出限界値(Bq/kg) 

放射性 

Cs134 

放射性 

Cs137 

放射性 

Cs134 

放射性 

Cs137 

1  H29.7.31 H29.8.1 ND ND 5 5 

2  H29.8.7 H29.8.8 ND ND 5 5 

3  H29.8.15 H29.8.16 ND ND 5 5 

4  H29.8.21 H29.8.22 ND ND 5 5 

5  H29.8.28 H29.8.29 ND ND 5 5 

6  H29.9.4 H29.9.5 ND ND 5 5 

7  H29.9.11 H29.9.12 ND ND 5 5 

8  H29.9.18 H29.9.19 ND ND 5 5 

9  H29.9.25 H29.9.26 ND ND 5 5 

10  H29.10.2 H29.10.3 ND ND 5 5 

11  H29.10.11 H29.10.11 ND ND 5 5 

12  H29.10.16 H29.10.17 ND ND 5 5 

13  H29.10.23 H29.10.24 ND ND 5 5 

14  H29.10.30 H29.10.31 ND ND 5 5 

15  H29.11.6 H29.11.7 ND ND 5 5 

16  H29.11.13 H29.11.14 ND ND 5 5 

17  H29.11.20 H29.11.21 ND ND 5 5 

18  H29.11.27 H29.11.28 ND ND 5 5 

19  H29.12.4 H29.12.5 ND ND 5 5 

20  H29.12.11 H29.12.12 ND ND 5 5 

21  H29.12.18 H29.12.19 ND ND 5 5 

22  H29.12.25 H29.12.25 ND ND 5 5 

23  H30.1.3 H30.1.4 ND ND 5 5 

24  H30.1.8 H30.1.9 ND ND 5 5 

25  H30.1.15 H30.1.16 ND ND 5 5 

26  H30.1.22 H30.1.23 ND ND 5 5 

27  H30.1.29 H30.1.30 ND ND 5 5 

28  H30.2.5 H30.2.6 ND ND 5 5 

29  H30.2.12 H30.2.13 ND ND 5 5 

30  H30.2.19 H30.2.20 ND ND 5 5 

※ ND：検出せず 

※ 食品衛生法に基づく「牛乳」及び「乳児用食品」の基準値は、放射線への感受性が高い可能性があると

されている子どもへの配慮から、放射性セシウムにおいて「一般食品」の半分の 50Bq/kg となっている。 

川俣町（山木屋の区域）の農場における原乳の放射性物質検査結果 

 

別紙４ 



229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト
別紙５

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト



229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト
別紙５

229318
タイプライターテキスト

229318
タイプライターテキスト



229318
タイプライターテキスト
別紙５

229318
タイプライターテキスト



229318
タイプライターテキスト
別紙５

229318
タイプライターテキスト



229318
タイプライターテキスト
別紙５



229318
タイプライターテキスト
別紙５



229318
タイプライターテキスト
別紙５



別紙６ 

川俣町（山木屋の区域）で生産され、給与した 

平成 29 年産永年生牧草の放射性物質検査結果 
 
 

（単位：Bq/kg） 

ほ場 測定日 
測定結果（放射性 Cs134＋放射性 Cs137）※1 

山木屋 田代 6,8 H29.10.31   ＮＤ ※2 

山木屋 本屋敷 26 H29.10.31 8.4 

山木屋 田代山 16,18 H29.10.31 3.6 

山木屋 田代山 21,23 H29.10.31 4.4 

山木屋 田代山 2 H29.10.31 4.0 

※1  水分 80％換算 

※2  ＮＤ：検出せず 

① 牛用飼料中の放射性セシウムの暫定許容値は 100Bq/kg（粗飼料は水分含有量８割ベース）であり、

永年生牧草（1~3 番草まで）の測定結果は全て暫定許容値以下であった。 

  ② 飼料の検査方法及びサンプリングについては、「平成 2９年度牧草・飼料作物のモニタリング」（福

島県畜産課）、「飼料中の放射性セシウムの検査方法について」（平成 23 年８月３日付け 23 消安第

2489 号消費・安全局畜水産安全管理課長通知）、「粗飼料（牧草等）の放射能測定用試料に関するサ

ンプリング・マニュアル」（平成 24 年４月 26 日農林水産省生産局畜産部畜産振興課）を参照。 

 



 

：平成 28 年出荷制限解除市町村 

：平成 30 年解除申請市町村 

：出荷制限継続市町村

 

20km 圏内 

平成 28 年出荷制限解除市町村、 

平成 30 年原乳出荷制限解除区域及び 

出荷制限継続市町村 

南相馬市 

浪江町 

双葉町 

大熊町 

富岡町 

飯舘村 

葛尾村 

川俣町 

(山木屋の区域） 

 

参考資料 

浪江町 

富岡町 

飯舘村 

葛尾村 

川内町 

楢葉町 

南相馬市 

田村市 
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